
公募制推薦入学試験
〈総合評価型〉

2027年度は公募制推薦入学試験として実施
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〈 出 典 一 覧 〉

日　文　　前田安正		  『AIに書けない文章を書く』� 筑摩書房

心　理　　内閣府政府広報室		�  国民生活に関する世論調査（令和６年８月調査）を加工して作成�  

https://survey.gov-online.go.jp/living/202412/r06/r06-life/

福　祉　　内閣府孤独・孤立対策推進室		� 人々のつながりに関する基礎調査（令和６年）調査報告書（令和７年４月）�  

https://www.cao.go.jp/kodoku_koritsu/torikumi/zenkokuchousa/r6.html

初　教　　�毎日新聞		  「「工学女子」の育成支援　追い風を確実な流れに」（2024年１月18日東京朝刊）

安　全　　消費者庁		  �食品表示法に基づく自主回収の届出状況 （運用開始 （令和３ 年６ 月１ 日）～令和７ 年

３月末時点）https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_recall

ビジネス　　日本経済新聞		�  社説「食品ロス削減へ商習慣見直せ」（2025年８月23日朝刊）

ビジネス　　消費者庁		�  2023（令和５）年度食品ロス量推計値の公表について 

https://www.caa.go.jp/notice/entry/042653/
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氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
１

／
２

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

採
 

点
 

 以
下

の
新

聞
記

事
と

グ
ラ

フ
を

よ
く

読
ん

だ
上

で
、

次
ペ

ー
ジ

の
設

問
に

答
え

な
さ

い
。

 
 

本
来

食
べ

ら
れ

る
の

に
捨

て
ら

れ
る

「
食

品
ロ

ス
」

の
削

減
が

急
務

で
あ

る
。

地
球

温
暖

化
や

世
界

的
な

食
料

危
機

の
な

か
資

源
の

浪
費

は
許

さ
れ

な
い

。
最

近
の

コ
メ

不
足

と
価

格
上

昇
も

受
け

て
食

品
の

扱
い

が
問

わ
れ

て
い

る
。

 
 

日
本

の
食

品
ロ

ス
は

２
０

２
３

年
度

に
約

４
６

４
万

ト
ン

で
、

国
⺠

１
⼈

当
た

り
年

間
約

３
７

キ
ロ

グ
ラ

ム
に

上
る

。
国

連
の

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

）
に

も
削

減
計

画
が

盛
り

込
ま

れ
て

お
り

、
日

本
政

府
は

３
月

、
新

た
な

目
標

を
公

表
し

た
。

食
品

関
連

業
か

ら
発

生
す

る
事

業
系

ロ
ス

を
３

０
年

度
ま

で
に

０
０

年
度

比
６

０
％

減
ら

す
。

 
 

目
標

達
成

に
向

け
て

商
習

慣
の

見
直

し
は

大
き

な
柱

で
あ

る
。

メ
ー

カ
ー

は
製

造
日

か
ら

賞
味

期
限

ま
で

の
期

間
の

う
ち

最
初

の
３

分
の

１
の

期
日

を
過

ぎ
る

と
、

ス
ー

パ
ー

な
ど

に
納

品
で

き
な

く
な

る
慣

習
が

あ
る

。
こ

れ
が

廃
棄

に
つ

な
が

る
と

し
て

政
府

は
「

２
分

の
１

」
な

ど
へ

条
件

を
緩

和
す

る
こ

と
を

促
し

、
一

定
の

成
果

を
上

げ
て

き
た

。
 

 
公

正
取

引
委

員
会

は「
３

分
の

１
」な

ど
一

方
的

な
ル

ー
ル

設
定

は
独

占
禁

止
法

違
反

の
恐

れ
が

あ
る

と
の

見
解

を
５

月
に

示
し

た
。

製
販

の
間

で
廃

棄
リ

ス
ク

を
押

し
つ

け
合

う
こ

と
が

な
い

よ
う

、
十

分
に

協
議

し
納

品
期

限
を

緩
和

し
て

ほ
し

い
。

⼈
工

知
能

（
Ａ

Ｉ
）

な
ど

デ
ジ

タ
ル

技
術

で
需

要
予

測
の

精
度

を
高

め
れ

ば
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

全
体

で
廃

棄
を

減
ら

し
や

す
く

な
る

。
 

 
値

引
き

し
な

い
定

価
販

売
を

原
則

と
す

る
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

事
業

モ
デ

ル
も

廃
棄

を
多

く
生

ん
で

き
た

。
社

会
的

な
批

判
も

あ
り

、
お

に
ぎ

り
な

ど
消

費
期

限
が

近
づ

い
た

一
部

商
品

を
値

下
げ

し
て

売
り

切
る

よ
う

各
社

が
転

換
し

て
い

る
の

は
望

ま
し

い
。

 
 

今
月

、
日

本
マ

ク
ド

ナ
ル

ド
で

は
お

も
ち

ゃ
付

き
セ

ッ
ト

メ
ニ

ュ
ー

を
巡

り
転

売
目

的
の

大
量

購
入

や
食

品
廃

棄
が

起
き

た
。

期
間

限
定

の
販

促
策

を
考

え
る

際
も

ロ
ス

を
抑

え
る

工
夫

が
要

る
。

 
 

日
本

の
食

品
ロ

ス
の

半
分

は
家

庭
か

ら
生

じ
る

。消
費

者
と

し
て

日
々

の
生

活
で

食
べ

残
さ

な
い

心
が

け
が

大
切

な
の

は
も

ち
ろ

ん
、

賞
味

期
限

が
近

い
食

品
を

避
け

る
意

識
が

変
わ

れ
ば

、
企

業
も

ロ
ス

低
減

に
向

け
た

対
策

を
と

り
や

す
い

。
政

府
は

企
業

・
消

費
者

双
方

へ
の

啓
発

を
続

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

２
０

２
６

年
度

 
公

募
制

推
薦

入
学

試
験

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
２

／
２

）
 

  設
問

１
：

記
事

に
よ

る
と

、
日

本
政

府
は

、
食

品
関

連
事

業
者

か
ら

発
生

す
る

事
業

系
食

品
ロ

ス
に

つ
い

て
、

20
30

年
度

ま
で

に
20

00
年

度
比

で
60

%
削

減
す

る
新

た
な

目
標

を
公

表
し

た
、

と
あ

り
ま

す
。

日
本

政
府

は
、

事
業

系
食

品
ロ

ス
の

目
標

値
を

具
体

的
に

何
万

ト
ン

に
設

定
し

た
で

し
ょ

う
か

。
記

事
と

グ
ラ

フ
の

数
値

を
参

考
に

計
算

し
な

さ
い

。
な

お
、

計
算

過
程

の
式

も
記

述
す

る
こ

と
。

  
  設

問
２

：
下

線
部

の
「

商
習

慣
」

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で

す
か

。
ま

た
、

政
府

が
こ

の
商

習
慣

を
緩

和
す

る
よ

う
に

促
し

た
の

は
な

ぜ
か

、
説

明
し

な
さ

い
。（

1５
0字

以
内

）
 

  設
問

３
：

記
事

で
は

、
企

業
と

消
費

者
の

両
方

が
食

品
ロ

ス
削

減
に

貢
献

す
る

必
要

が
あ

る
と

述
べ

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

、
食

品
ロ

ス
削

減
に

向
け

た
具

体
的

な
行

動
と

そ
の

効
果

に
つ

い
て

、
記

事
の

内
容

を
整

理
し

て
説

明
し

な
さ

い
。（

20
0字

以
内

）
  

  設
問

４
：

記
事

で
は

、
食

品
ロ

ス
削

減
が

急
務

と
さ

れ
る

理
由

と
し

て
、

地
球

温
暖

化
と

食
料

危
機

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
二

つ
の

問
題

は
食

品
ロ

ス
と

ど
の

よ
う

な
関

係
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
あ

な
た

の
考

え
を

述
べ

な
さ

い
。（

17
0字

以
内

）
 

  設
問

５
：

 
（

１
）

日
本

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

の
事

例
か

ら
、

期
間

限
定

の
販

促
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

行
う

企
業

は
、

消
費

者
の

ど
の

よ
う

な
行

動
を

予
測

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
か

。
あ

な
た

の
考

え
を

述
べ

な
さ

い
。（

80
字

以
内

）
 

 （
２

）
 

（
１

）
で

あ
な

た
が

予
測

し
た

消
費

者
の

行
動

に
対

し
て

、
企

業
は

食
品

ロ
ス

を
防

ぐ
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
立

て
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

か
。

あ
な

た
の

考
え

を
述

べ
な

さ
い

。（
10

0字
以

内
）
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２
０

２
６
年

度
 
公
募
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薦
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学
試
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氏
 
 
 

名
 

 

「
小

論
文
」

 
問
題
用

紙
（

１
／

１
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 
点

 

 問問
題題

    
以以

下下
はは

、、
「「

経経
済済

成成
長長

  
カカ

ギギ
はは

女女
性性

雇雇
用用

のの
正正

規規
化化

」」
とと

いい
うう

タタ
イイ

トト
ルル

のの
新新

聞聞
記記

事事
でで

ああ
るる

。。
  

ここ
のの

記記
事事

をを
読読

みみ
、、

要要
約約

すす
るる

とと
とと

もも
にに

、、
女女

性性
雇雇

用用
のの

正正
規規

化化
をを

進進
めめ

るる
たた

めめ
にに

、、
社社

会会
やや

企企
業業

はは
どど

のの
よよ

うう
なな

取取
りり

組組
みみ

をを
行行

うう

べべ
きき

かか
にに

つつ
いい

てて
、、

根根
拠拠

とと
共共

にに
自自

分分
のの

意意
見見

をを
述述

べべ
なな

ささ
いい

。。
  

なな
おお

、、
要要

約約
とと

合合
わわ

せせ
てて

  88
0000

  字字
以以

内内
とと

しし
、、

本本
文文

のの
一一

部部
をを

引引
用用

すす
るる

場場
合合

はは
「「

  
」」

でで
記記

すす
ここ

とと
。。

  
  

日
本

経
済

は
、

物
価

と
賃

金
は

上
が

ら
な

い
と

い
う

固
定

観
念

が
壊

れ
、

よ
う

や
く

デ
フ

レ
が

過
去

の
も

の
に

な
ろ

う
と

し
て

い
る

。
 

政
府

は
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

、
賃

上
げ

と
投

資
が

け
ん

引
す

る
成

長
型

経
済

へ
の

移
行

を
目

指
し

て
い

る
。

と
は

い
え

、
そ

れ
ほ

ど
高

い
成

長
率

が
期

待
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

。
具

体
的

に
は

、
す

で
に

過
去

の
債

務
が

累
積

し
て

い
る

財
政

の
持

続
性

や
、

急
速

な

高
齢

化
が

進
行

す
る

下
で

の
社

会
保

障
の

持
続

性
を

確
保

し
て

い
く

た
め

、
で

き
れ

ば
実

質
２

%
成

長
、

最
低

で
も

１
%
程

度
の

成
長

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

目
標

と
な

る
。

 
こ

の
ハ

ー
ド

ル
を

ク
リ

ア
す

る
の

は
生

や
さ

し
い

こ
と

で
は

な
い

。
大

き
な

障
害

の
一

つ
が

人
口

減
少

下
で

の
労

働
力

の
減

少
だ

。

今
後

、
若

年
人

口
が

急
速

に
減

る
な

か
で

労
働

力
不

足
に

対
処

で
き

な
け

れ
ば

、
日

本
経

済
は

１
%
ど

こ
ろ

か
ゼ

ロ
成

長
、

マ
イ

ナ
ス

成
長

が
常

態
化

し
、

財
政

も
社

会
保

障
も

持
続

性
を

確
保

で
き

な
い

。
 

こ
れ

ま
で

は
女

性
と

高
齢

者
の

労
働

力
率

の
上

昇
が

労
働

力
不

足
を

補
っ

て
き

た
。

特
に

女
性

の
労

働
力

率
が

大
き

く
上

昇
し

、
結

婚
や

出
産

に
当

た
る

年
代

に
労

働
力

率
が

一
時

的
に

下
が

る
と

い
う

、
い

わ
ゆ

る
Ｍ

字
カ

ー
ブ

は
も

は
や

過
去

の
こ

と
と

な
っ

た
。

ま

た
、

引
退

年
齢

が
上

が
り

、
働

き
続

け
る

高
齢

者
も

増
加

し
た

。
 

し
か

し
、

足
元

の
人

手
不

足
の

深
刻

化
は

、
こ

う
し

た
労

働
供

給
の

増
加

が
労

働
需

要
の

増
加

に
追

い
付

か
な

く
な

り
つ

つ
あ

る
こ

と
を

意
味

し
て

い
る

。
 

今
後

の
労

働
供

給
増

加
の

カ
ギ

と
な

る
の

が
、

女
性

の
労

働
力

率
を

男
性

並
み

の
水

準
へ

と
さ

ら
に

引
き

上
げ

る
こ

と
で

あ
る

。
た

だ
し

、
す

で
に

働
い

て
い

る
女

性
の

多
く

が
パ

ー
ト

タ
イ

ム
な

ど
非

正
規

で
あ

る
こ

と
や

、
日

本
は

女
性

の
育

児
や

家
事

、
介

護
の

負

担
が

男
性

に
比

べ
重

い
こ

と
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
そ

こ
で

取
り

組
む

べ
き

な
の

は
、

働
く

意
欲

の
あ

る
女

性
の

追
加

的
な

労
働

供
給

を
阻

む
壁

を
解

消
す

る
改

革
で

あ
る

。
女

性
雇

用

の
正

規
化

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
 

Ｍ
字

カ
ー

ブ
は

解
消

し
て

も
、

育
児

期
後

に
退

職
、

ま
た

は
非

正
規

化
し

て
、

そ
の

ま
ま

と
な

る
ケ

ー
ス

が
多

い
と

い
わ

れ
る

。
正

規
雇

用
を

継
続

し
や

す
い

、
あ

る
い

は
正

規
雇

用
に

戻
り

や
す

い
環

境
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

育
児

・
介

護
支

援
、

リ
ス

キ
リ

ン
グ

（
学

び
直

し
）

な
ど

就
業

環
境

の
整

備
を

さ
ら

に
進

め
る

こ
と

も
必

須
だ

。
「

年
収

の
壁

」
に

つ
い

て
も

、
女

性
の

労
働

供
給

の
拡

大

と
い

う
観

点
か

ら
、

引
き

続
き

見
直

し
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。
 

  (出
典

 :
 日

本
経

済
新
聞

 2
02

5
年

3
月

27
日

朝
刊

22
頁
『

大
機
小

機
』

) 
                     著

作
権
上

の
理

由
か

ら
以
下

22
行
省

略
 

－
1
－

第
１
問
　

 次
の
各
文
の

1
～

14
に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
①
～

④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
の
そ
の
数
字
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
欄
に

は
⓪
～
⑨
ま
で
の
数
字
、
及
び
記
号
が
あ
り
ま
す
。
間
違
っ
た
箇
所
を
マ
ー
ク
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

1.
   T

he
 c

om
pa

ny
 m

ad
e 

th
e 

de
ci

si
on

 t
o 

1
 t

he
 o

ut
da

te
d 

eq
ui

pm
en

t 

fr
om

 t
he

ir
 f

ac
ili

tie
s 

in
 o

rd
er

 t
o 

im
pr

ov
e 

op
er

at
io

na
l 

ef
fic

ie
nc

y 
an

d 

pr
od

uc
tiv

ity
.

①
 p

ur
ch

as
e 

②
 r

em
ov

e 
③

 m
ai

nt
ai

n 
④

 in
st

al
l

2.
   S

he
 c

he
at

ed
 o

n 
th

e 
m

at
he

m
at

ic
s 

ex
am

 b
ec

au
se

 s
he

 h
ad

nʼ
t 

st
ud

ie
d 

en
ou

gh
 a

nd
 w

as
 w

or
ri

ed
 a

bo
ut

 
2

 th
e 

cl
as

s.

①
 fa

ile
d 

②
 fa

ili
ng

 
③

 to
 fa

il 
④

 fa
ilu

re

3.
   I

 d
id

nʼ
t 

kn
ow

 
3

 t
he

 w
or

d 
w

as
 p

ro
no

un
ce

d 
un

til
 t

he
 t

ea
ch

er
 

ex
pl

ai
ne

d 
it 

cl
ea

rl
y 

du
ri

ng
 th

e 
le

ss
on

.

①
 w

ha
t 

②
 h

ow
 

③
 w

hi
ch

 
④

 w
ho

4.
   T

he
 m

od
er

n 
br

id
ge

, d
es

ig
ne

d 
to

 w
ith

st
an

d 
he

av
y 

tr
af

fic
 a

nd
 h

ar
sh

 

w
ea

th
er

 c
on

di
tio

ns
, 

4
 b

y 
a 

te
am

 o
f 

sk
ill

ed
 e

ng
in

ee
rs

 o
ve

r 
th

e 

co
ur

se
 o

f s
ev

er
al

 y
ea

rs
.

①
 b

ui
lt 

②
 b

ui
ld

in
g 

③
 w

as
 b

ui
ld

in
g 

④
 w

as
 b

ui
lt

5.
   C

an
 y

ou
 

5
 h

ow
 t

ec
hn

ol
og

ic
al

 a
dv

an
ce

m
en

ts
 h

av
e 

tr
an

sf
or

m
ed

 

m
od

er
n 

ed
uc

at
io

n?

①
 d

es
cr
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e 

②
 d

el
et

e 
③

 d
im

 
④

 d
es

tr
oy

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
　
小
論
文
：
80
0字
／
60
分
�

国
際
学
部
　
国
際
教
養
学
科
・
国
際
学
科
・
国
際
日
本
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�
❶
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